
               （提案書１）

地方独立行政法人神奈川県立病院機構 神奈川県立精神医療センター

医療情報システム・ネットワーク等更新

及び保守業務に係る提案書（表紙）

  年  月  日

地方独立行政法人神奈川県立病院機構

神奈川県立精神医療センター

所 長 小林 桜児 様

所 在 地

商         号

代 表 者 又 は

登 録 代 理 人 名             印

医療情報システム・ネットワーク等更新及び保守管理業務に係る入札説明書等の内容を

了解し、次のとおり提案書を提出します。



（提案書２）

医療情報システム・ネットワーク等更新及び保守管理業務に係る提案書

（1）-①【総合的な考え方】(本業務におけるプロジェクトマネジメントのあり方についての基本

的な考え方を記載してください。)

（2）-①②【個人情報・診療情報保護に対する基本方針、厚労省ガイドライン等への準拠状況】

（個人情報・診療情報保護の基本方針、関連ガイドラインへの準拠について記載してください。）

(2) -③④⑤【データ暗号化・通信経路保護の考え方、多要素認証・アクセス制御の具体的実装方

法、ランサムウェア・標的型攻撃への対策、想定、取組】（暗号化・通信経路保護、多要素認証な

どのアクセス制御、サイバー攻撃対策、について記載してください。）

(2) -⑥「インシデント発生時の対応体制・報告フロー】（インシデント発生時の対応体制につい

て記載してください。）



(3) -①②【投薬・検査・指示におけるエラー防止機能、アラート・チェック機能の設計思想】(エ

ラー防止機能、アラート・チェック機能の設計思想について記載してください。)

(3)‐③④【過去診療情報・履歴参照の容易性、重要度を考慮した情報表示・アラート設計】(過去

診療情報の参照性、重要度に応じた情報表示、アラート設計について記載してください。)

(3)‐⑤【精神科診療における医療安全及び業務特性への配慮】（精神科特有の医療安全や業務特

性への配慮について記載してください。）

(4)‐①【記録・検索・閲覧の操作性と、画面構成・操作フローの分かりやすさ】（記録・検索・

閲覧の操作性や画面構成・操作フローの分かりやすさについて記載してください。）



(4)‐②③【同時参照・入力時の上書き防止の考え方、多職種間での情報共有のしやすさ】(同時参

照・入力時の上書き防止、多職種間での情報共有のしやすさについて記載してください。）

(4)‐④【現場ニーズに応じた柔軟な対応と業務負担軽減につながる機能・工夫】（現場における

日常業務の流れや入力・確認作業の実態を踏まえた、運用の見直しや業務負担の軽減に資する機能

や工夫について記載してください。)

(4)‐⑤【医療観察法病棟との連携】(医療観察法病棟の特性を踏まえ、関連システムとの連携方法

や情報の整理・一元管理の考え方について記載してください。)

(5)‐①【他システム・外部サービスとの連携方針と標準規格（FHIR 等）への対応状況】(他シス

テム・外部サービスとの連携方針と標準規格（FHIR等）への対応について記載してください。)



(5)‐②【将来的な機能追加・拡張への対応方法と音声入力・要約等の DX 活用可能性】（将来の機

能拡張や音声入力・要約などの DX 活用の可能性について記載してください。）

(5)‐③【精神保健福祉法や診療報酬等の改正・改定時の対応実績・考え方・取組】（精神保健福

祉法や診療報酬等の改正・改定への対応実績と継続的な制度対応の体制について記載してくださ

い。）

(6)‐①【保守・運用支援体制（平時・非常時）と障害発生時の対応体制・SLA】（平時・非常時の

保守・運用支援体制や障害発生時対応・SLA について記載してください。）

(6)‐②【BCP・災害時における医療情報基盤の継続性】（災害時、医療情報システム停止時の医療

情報基盤の継続性について記載してください。）



(6)‐③【データ移行・ネットワーク切替を含む更新時リスク管理】（更新時におけるデータ移

行・ネットワーク切替のリスク管理について記載してください。）

(6)‐④【導入スケジュールと現場負荷軽減策】（導入スケジュールと現場負荷軽減策について記

載してください。）

※ 本提案用紙内の区切り線は目安です。記載欄内で上下に移動させて、各項目の文字数

を調整することは可能です。複数ページにわたる場合は 100ページを限度とします。

また、上記 18項目をそれぞれ別葉として提出することができます。この場合、提案

書と別葉の合計の限度が 100ページ以内となります。

以上


